
第 11 号                 関西美入野会 会誌 「うらやま」      令和４年/2022 年１月発行 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年頭にあたって 

関西美入野会会員の皆様 新年あけましておめでと

うございます。皆様におかれましては、健やかに新年

をお迎えのこととお慶び申し上げます。 

新型コロナウイルスの感染拡大からほぼ 2 年。この

間、私達の活動は大きな制約を受けてきましたが、貴

会が実施してきた修学旅行生への激励・歓待には、

「正に、貴会ならではの取り組みだなぁ～！」と深く

感銘を受けています。 

本会も、お陰さまでようやく財政基盤が整いつつあ

りますので、このような取組み・活動に対して支援す

べく準備を進めてまいります。結果、各地の美入野

会・各支部・本会が一体となった活動が展開されるこ

とを願っております。 

結びに、新しい年がより佳い年でありますよう祈念

申し上げ、年頭のあいさつとさせていただきます。 

美入野会会長 佐藤 良吉（６５期） 

新年のご挨拶にかえて 

 令和 3 年度総会決定に基づき、歴代の先達

から、関西美入野会会長のバトンを受け継ぎ

ました。 

 裏山を離れて関西で歩む私達の楽しい集い

の場であること、母校と若き後輩たちへの応

援の集いであること、この二点を両輪とし

て、微塵を集め、豊かに歩みたく思います。 

 さて関西美入野会は、本部美入野会からの

依頼により、この度支部としての登録を行い

ました。関西美入野会は、今後とも、かつて

裏山に集った全国の同窓の方々と思いを一つ

にして、母校の発展と若き在校生の方々へ、

そして私たち自身の明日へ、声高らかにエー

ルを送ります。新年に向かい、就任のご挨拶

にかえて。 

関西美入野会会長 石田 信義（63 期） 

明けましておめでとうございます 
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今後は意思決定機構と分担金制度整備が課題に 

 

令和２年、３年と 2 年連続でコロナ禍の為、会と

しての活動が殆ど出来ず、大変残念な 2 年間でした。

今年こそは、総会、いもの子会、修学旅行生激励等通

常の年の様なイベントを実施出来る事を切に望みま

す。 

さて、令和２年に美入野会本部より、全国の横手高

校卒業生に対し、年会費納入の依頼があり、同時に関

西美入野会などの地方の美入野会活動団体に対し、

支部としての申請をする様要請がありました。この 

 

背景には、美入野会本部の財政の悪化問題がありま

した。 

関西美入野会として、何度も議論を重ね、本部の意

向にも配慮した結果、支部登録申請する事とし、昨年

9 月申請書を提出しました。今後は、本部、支部間の

意思決定機構の整備と支部への分担金をどうするか

が課題となって来ます。何れにせよ、皆様が納得の行

く、良い方向に向かう様努力致しますので、皆様のご

支援、ご協力をお願いします。 

関西美入野会幹事長 

柴田 拓（73 期） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関西美入野会 正式に支部登録 
関西美入野会は令和３年９月、美入野会本部（横手市）に正式に支部申請を行い、登録されました。

美入野会本部は従来、卒業時に一括して納付する会費によって運営されてきましたが、財政改善のた

めに令和元年、会則を変更して年会費による運営に移行しました。このため、関西美入野会会員の皆さ

まは、関西と本部の両方から納付書が届くこととなり、困惑を呼ぶこととなっていました。支部登録は

この問題を解決するための第一歩となるものです。今後も誠実な関係構築に尽力し、会員の皆さまに

とって実りある決着を図って参ります。 

新校舎改築工事始まる 

母校で令和３年 10 月、およそ 50 年ぶりとなる大

がかりな校舎改築工事が始まりました。 

これまでの校舎は昭和 47 年（1972 年）に落成し

たものです。今回の改築では、現在のグラウンドの位

置に管理棟と教室が一体となった管理校舎棟を建て、

その後、現在の校舎を取り壊して体育館などの施設を

建設していきます。管理校舎棟の完成は令和４年２学

期、全体完成は令和７年の予定です。（１面の写真は全

体完成予想図。左上は管理校舎棟、左下は体育館） 

お詫び：前号の号数を「10 号」とすべきところ、「9 号」と誤って表記していました。お詫びして訂正します。 


